
山菜を食べているか 回答 回答率

毎年季節になると必ず食卓にのぼる 3,085 73.0%
家庭で食べることはないが外食で食べている 450 10.7%
家庭で食べることはなく、外食でも出されれば食べる程度 391 9.3%
ほとんど食べることはない 263 6.2%
無回答 35 0.8%
合　計 4,224 100.0%

山菜をどこで入手したか 回答 回答率

スーパー等で購入したもの 2,739 64.8%
通販等で購入したもの 74 1.8%
自分で採ってきたもの 474 11.2%
友人知人からもらったもの 860 20.4%
無回答 77 1.8%
合　計 4,224 100.0%

山菜を年（冬～春）に何回ぐらい購入するか 回答 回答率

１回 376 8.9%
２～３回 1,294 30.6%
３～４回 737 17.4%
５回以上 1,193 28.2%
購入しない 597 14.1%
無回答 27 0.6%
合　計 4,224 100.0%

山菜の価格についてどう思うか 回答 回答率

安いと思っている 148 3.5%
安いと高いとも思っていない 1,223 29.0%
高いと思っている 2,111 50.0%
気にしたことがない 704 16.7%
無回答 38 0.9%
合　計 4,224 100.0%

山菜の販売単位をどう思うか 回答 回答率

１パックの量が多い 546 12.9%
１パックの量はちょうどよい 1,456 34.5%
１パックの量が少ない 1,475 34.9%
気にしたことがない 711 16.8%
無回答 36 0.9%
合　計 4,224 100.0%

山菜をもっと食べてもらう方法 回答 回答率

試食宣伝を実施する 1,429 33.8%
もっと値段を安くする 1,669 39.5%
調理の仕方、食べ方を紹介する 2,941 69.6%
１パックの量を少なくする 347 8.2%
１パックの量を多くする 510 12.1%
数種類の山菜をセットで販売する 1,526 36.1%
年間を通して販売する 556 13.2%
栄養価などの機能性を紹介する 1,563 37.0%
あく抜きなどの下処理済のものを販売する 1,633 38.7%
その他 95 2.2%
合計 4,224 100.0%

問４　あなたはスーパー等で売られている山菜の価格につい
てどう思いますか。次の中から選んでください。

　「安いと思っている」人はわずか３．５％に過ぎず、逆に「高
いと思っている」人が５０．０％と最も多くなっている。

問５　スーパー等で販売されている山菜の販売単位につい
て、あなたはどのように感じていますか。次の中から選んでく
ださい。

　１パックの量をちょうどよいと考えている人と少ないと考え
ている人がほぼ同数となっている。

問６　あなたはもっと山菜を食べてもらうためにはどうすれば
いいと思いますか。次の中から選んでください（いくつでも選
択可能）。

　「調理の仕方・食べ方を紹介する」ことが効果的であるとの
回答が６９．６％と最も多く、そのほか「もっと値段を安くす
る」、「あく抜きなどの下処理済のものを販売する」、「栄養価
などの機能性を紹介する」などが４割前後の回答を得てい
る。

山形のおいしいものに関するアンケートNO.３７  集計結果

　「山形のおいしいものに関するアンケートＮＯ．３７」を、平成１６年２月１２日から平成１６年２月２９日まで「おいしい山形・東京通信ホームページ」　上で行った結果を報告する。
　２４日間で、４，４２４の回答を得ることができた。
　都道府県別の回答者で最も多かったのは東京都の６２５人（１４．８％）で、次いで神奈川県の４２９人（１０．２％）、大阪府、埼玉県、千葉県の順であった。回答者の５８．１％が女
性で、山形への訪問経験者は４７．９％であった。

問１　あなたは山菜を食べていますか。次の中から選んでく
ださい。

　「毎年季節になると必ず食卓にのぼる」と回答した人が最も
多く７３．０％となっており、家庭内・外食を問わなければ９割
以上の人が何らかの形で山菜を口にしている結果となった。

問２　あなたが食べている山菜はどこで入手されたものです
か。次の中から選んでください。

　「スーパー等で購入したもの」との回答が６４．８％と最も多
く、次いで「友人知人からもらったもの」が２０．４％となってい
る。

問３　あなたは山菜を年（冬～春）に何回ぐらい購入されます
か。次の中から選んでください。

　「２～３回購入する」、「５回以上購入する」との回答が約３
割となっている。
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